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はしがき

近年、少子高齢化の進展と人口減少社会の到来、子どもの貧困問題や、新型コ

ロナウィルス感染症の感染拡大による影響など、変化する社会経済情勢に対応し、

SDGsに掲げる世界共通の課題を解決するためにも、男女共同参画社会の実現が

重要となっています。

平成11年６月に「男女共同参画社会基本法」が施行された後、国においては男

女共同参画基本計画が策定され、社会のあらゆる分野において男女共同参画社会

の実現に向けた取組みが推進されています。

沖縄県においても、基本法の趣旨、理念を踏まえ、「沖縄県男女共同参画計画」を

数次にわたり策定し、男女共同参画社会の実現に向けた取り組みを進めているところ

です。

本調査は、令和４年度から始まる第６次沖縄県男女共同参画計画の策定に向

け、県民の男女共同参画に関する意識と実態を把握し、現行の県計画の見直しや

今後の県の施策を検討する上での基礎資料として実施したものです。

この調査結果が、関係機関、団体等をはじめ、県民の皆様にも広く活用され、男女

共同参画社会の実現のための一助になれば幸いです。

最後に、本調査の実施に御協力いただきました県民の皆様及び関係者の方々に

心から御礼を申し上げますとともに、分析いただいた桃原一彦沖縄国際大学教授、

新垣誠沖縄キリスト教学院大学教授の両氏に深く感謝を申し上げます。

令和３年1月

沖縄県子ども生活福祉部長 名渡山 晶子
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Ⅰ 調査概要
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Ⅰ 調査概要

１ 調査の目的

この調査は、沖縄県における男女共同参画社会の形成に関する県民の意識と実態について把握 し、 次
期（第６次）沖縄県男女共同参画計画の策定及び今後の男女共同参画社会の実現に向けた施策の基
礎資料とすることを目的とする。

2 調査の内容

（１） 男女の地位の平等感について
（２） トートーメー（位牌）の継承について
（３） 家庭生活での男女の役割分担について
（４） 女性の就労について
（５） ワーク・ライフ・バランス（仕事と生活の調和）について
（６） 地域活動への参加意識について
（７） 老後の生活について
（８） 介護について
（９） 配偶者からの暴力と対策について
（10） セクシュアル・ハラスメントと対策について
（11） 性の多様性について
（12） 男女共同参画行政および推進について

3 調査設計

（１） 調査地域 : 沖縄県全域
（２） 調査対象 : 沖縄県各市町村から無作為に抽出した満20歳以上の男女
（３） サンプリング方法 ： 県内各市町村の住民基本台帳から抽出
（４） 調査方法 : 郵送配布 / 郵送回収及びWEBアンケート回収
（５） 調査期間 : 令和2年9月7日 ～ 令和2年9月28日
（６） 調査機関 : 株式会社アドスタッフ博報堂 株式会社MEDIAFLAG沖縄共同企業体

4 回収結果

（１） 配布数 : 7,500 件
（２） 回収数 : 1,721件（22.9％）

郵送1,465件（85.1％）、WEB256件（14.9％）
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Ⅰ 調査概要

市町村 配布数 回収数 回収率 構成比 市町村 配布数 回収数 回収率 構成比

国頭村 24 2 8.3% 0.1% 浦添市 585 121 20.7% 7.0%

大宜味村 16 7 43.8% 0.4% 那覇市 1,668 399 23.9% 23.2%

東村 9 1 11.1% 0.1% 糸満市 312 52 16.7% 3.0%

今帰仁村 47 14 29.8% 0.8% 豊見城市 325 58 17.8% 3.4%

本部町 68 17 25.0% 1.0% 南城市 222 56 25.2% 3.3%

宜野座村 30 8 26.7% 0.5% 与那原町 101 19 18.8% 1.1%

金武町 57 11 19.3% 0.6% 南風原町 197 52 26.4% 3.0%

恩納村 53 17 32.1% 1.0% 八重瀬町 158 41 25.9% 2.4%

伊江村 23 2 8.7% 0.1% 南大東村 6 1 16.7% 0.1%

伊平屋村 6 1 16.7% 0.1% 北大東村 3 1 33.3% 0.1%

伊是名村 7 2 28.6% 0.1% 渡嘉敷村 4 0 0.0% 0.0%

名護市 319 104 32.6% 6.0% 座間味村 5 1 20.0% 0.1%

沖縄市 717 144 20.1% 8.4% 粟国村 3 0 0.0% 0.0%

うるま市 628 108 17.2% 6.3% 渡名喜村 2 0 0.0% 0.0%

読谷村 208 62 29.8% 3.6% 久米島町 40 6 15.0% 0.3%

嘉手納町 67 19 28.4% 1.1% 宮古島市 277 52 18.8% 3.0%

北谷町 144 39 27.1% 2.3% 多良間村 6 0 0.0% 0.0%

北中城村 87 27 31.0% 1.6% 石垣市 254 59 23.2% 3.4%

中城村 107 21 19.6% 1.2% 与那国町 9 1 11.1% 0.1%

西原町 181 66 36.5% 3.8% 竹富町 22 8 36.4% 0.5%

宜野湾市 503 122 24.3% 7.1% 合計 7500 1721 22.9% 100.0%

■市町村別回収結果

5 調査結果の分析と執筆

沖縄国際大学 総合文化学部 教授 桃原 一彦

沖縄キリスト教学院大学 人文学英語コミュニケーション学科 教授 新垣 誠

6 報告書の見方

（１） グラフの数値単位は％である。 数値は小数点1位まで表示。（第２位を四捨五入）
したがって、構成比の合計が100.0%にならない場合がある。

（２） 集計方法は無回答を加えて集計している。（一部、無回答を除く集計あり）
（３） 複数回答は、回答者数を基数とするため、100.0%を超える場合がある。
（４） 図表の表頭、表部分の文章は簡略化している場合があるので、必要に応じて巻末の調査票を参照の

こと。

7 参考資料

本文中で参考として使用しているデータの出典は以下のとおり。
〇前回調査「男女共同参画社会づくりに関する県民意識調査」平成27年度
〇前々回調査「男女共同参画社会づくりに関する県民意識調査」平成22年度
〇「男女共同参画社会に関する世論調査」令和元年9月（内閣府）
〇「男女共同参画社会に関する世論調査」平成21年10月調査（内閣府）
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Ⅱ 回答者の属性
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Ⅱ 回答者の属性

1.性別

2.年代

3.職業

20.2

6.1 5.1
7.2 6.9

10.9

4.0

0.2
2.1

5.1
2.6

8.0

1.7

14.6

5.4

0.0

5.0

10.0

15.0

20.0

25.0

正
社
員
（
一
般
職
）

正
社
員
（
技
術
職
）

管
理
職
・
会
社
役
員

公
務
員

契
約
社
員
、
派
遣
社
員

常
勤
パ
ー
ト
タ
イ
マ
ー

臨
時
・
ア
ル
バ
イ
ト

内
職

農
業
・
林
業
・
漁
業

商
工
業
・
サ
ー
ビ
ス
業
（
卸
・
小
売

店
、
飲
食
店
等
サ
ー
ビ
ス
）

自
由
業
（
開
業
医
師
、
弁
護
士
、
芸

術
家
な
ど
）

主
夫
・
主
婦

学
生

無
職

無
回
答

59.4

57.4

38.9

42.6

0.1

1.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%

今回（N=1,721)

前回（N=2,878)

女性 男性 その他 無回答

9.4

8.4

15.7

14.8

20.4

16

19

17.3

19.3

19.6

16

22.8

0.3

1.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

女性（N=1,022)

男性（N=670）

２０歳代 ３０歳代 ４０歳代 ５０歳代 ６０歳代 ７０歳以上 無回答

回答者の性別は女性が59.4％、男性が38.9％とほぼ前回と同じ割合である。また今回、選択肢に「その他」を追
加したところ0.1％（一人）の回答があった。

性別で年代をみると極端な差は見られない。

職業は正社員が20.2％で最も多い。各職業の割合は前回とほぼ同じである。
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Ⅱ 回答者の属性

4.婚姻状況

5.子どもの有無

6.世帯種類

単身世帯

（１人）

12.2%

夫婦（パート

ナー）のみ

25.8%

親と子ども

44.3%

親と子どもと

孫

6.0%

その他

8.1%

不明

3.6%

65.1

67.9

19.2

17

7.7

6.9

3.3

3.4

2.6

1.1

2.2

3.7

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

今回（N=1,721)

前回（N=2,878）

結婚している 未婚 離別 死別 結婚していないがパートナーと暮らしている 不明

婚姻状況の割合も前回とほぼ同じである。

子供の人数は「2人」が32.6％で最も多い。次いで「3人」（23.2％）。「いない」の割合が減少した。

世帯の種類は「親と子ども」が44.3％で最も多く、次いで「夫婦（パートナー）」が25.8％である。「親と子供と孫」の
3世代は6.0％である。

12.4

11

32.6

23.4

23.2

25.3

9.9

14.2

15.3

21

6.6

5

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

今回（N=1,721)

前回（N=2,878)

1人 2人 3人 4人以上 いない 無回答

14



Ⅲ 調査結果
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第1章 男女平等に関する意識について

15.1

14.9

3.6

10.1

49.6

18.8

34.9

23.1

40.6

36.9

16.7

36.8

34.2

31.1

45.1

56.2

32.9

32.1

54.7

34.0

7.7

32.8

10.4

11.4

4.8

4.8

2.6

4.6

0.8

4.1

1.9

2.1

1.6

1.3

0.3

1.0

0.4

0.5

0.4

0.6

3.1

6.3

17.4

10.2

4.9

9.6

5.0

4.3

2.0

3.7

4.6

3.2

2.4

3.1

2.3

2.2

【凡例】

家庭生活

職場

学校教育

地域活動・社会活動

政治の場

法律や制度の上

社会通念・慣習・しきたり

社会全体

65.9

56.1

31.8

31.4

29.7

25.2

10.4

49.6

0 20 40 60 80

政治の場

社会通念・慣習・しきたり

法律や制度の上

家庭生活

職場

地域活動・社会活動

学校教育

社会全体

問１ あなたは、次にあげるア～クまでの分野で、男女の地位は平等になっていると思いますか。
それぞれの分野について、あなたの考えに近いものを１つずつ選んでください。

図表１ 各分野の男女の地位の平等感

図表2 男性が優遇されているとする度合い

男性が優遇されている度合いの算出方法
（「男性の方が優遇されている」×１＋「ど
ちらかと言えば男性が優遇されている」
×0.5ー「女性が優遇されている」×１＋
「どちらかと言えば女性が優遇されている」
×0.5）

男性の方が
優遇されている

どちらかと言え
ば男性が優遇
されている

平等

どちらかと言え
ば女性が優遇
されている

女性の方が優
遇されている

わからない 無回答

男女の地位の平等感ついて、「平等」の割合が高いのは『学校教育』(54.7%)である。

逆に「平等」の割合が低いのは『政治の場』(7.7%)である。

男性が優遇されているとする度合いで最も優遇感が高いのは『政治の場』(65.9％)、

次に『社会通念・慣習・しきたり』(56.1％)である。

1.男女の地位の平等感

17
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各分野の男女の地位の平等感について（今回調査、過去調査、全国調査比較）

15.1

13.8

14.0

11.0

9.3

40.6

37.0

39.7

46.4

35.6

32.9

35.9

33.1

30.3

45.5

4.8

3.9

4.2

2.6

6.5

1.6

1.4

1.6

0.8

0.7

3.1

3.9

4.4

3.6

2.4

2.0

3.1

2.9

5.2

0%

【凡例】

R2年度(n=1,721)

H27年度(n=2,878)

H22年度(n=2,029)

H12年度(n=1,434)

全国調査(n=2,645)

男性の方が
優遇されている

どちらかと言えば
男性の方が
優遇されている

どちらかと言えば
女性が優遇され
ている

女性の方が
優遇されている

わからない 無回答平等

14.9

14.0

13

11.4

13.6

36.9

32.6

33.5

41.9

39.8

32.1

30.5

33.1

25.2

30.7

4.8

5.8

4.2

4.2

4.5

1.3

1.6

1.6

0.3 0.5

6.3

8.3

4.4

9.4

10.9

3.7

7.2

2.9

7.5

0%

R2年度(n=1,721)

H27年度(n=2,878)

H22年度(n=2,029)

H12年度(n=1,434)

全国調査(n=2,645)

図表3 男女の地位の平等感（今回調査、過去調査、全国調査比較）

ア 家庭生活

イ 職場

男女の地位の平等感について、前回調査と比較すると『家庭生活』では「平等」の割合が32.9％と減少している。(3

ポイント減)

『職場』では「平等」の割合が32.1％と増加している。(1.6ポイント増)

平等感の全国調査と比較すると、『家庭生活』では12.6ポイント低いが、『職場』では1.4ポイント高い。
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男性の方が
優遇されている

どちらかと言えば
男性の方が
優遇されている

どちらかと言えば
女性が優遇され
ている

女性の方が
優遇されている

わからない 無回答平等

3.6

2.3

2

1.4

3.3

16.7

10.6

9.1

15.4

15.2

54.7

57.6

59.6

56.7

61.2

2.6

3.0

3.4

2.4

2.3

0.3

0.4

0.3

0.1

0.3

17.4

16.6

16.6

15.2

17.7

4.6

9.5

9

8.8

【凡例】

R2年度(n=1,721)

H27年度(n=2,878)

H22年度(n=2,029)

H12年度(n=1,434)

全国調査(n=2,645)

ウ 学校教育

エ 地域活動・社会活動

10.1

8.3

7

5.2

7

36.8

32.2

33.4

37.8

27.7

34.0

35.9

35.8

32.6

46.5

4.6

4.5

5.5

5.2

8.7

1.0

0.9

0.5

0.3

1.6

10.2

11.0

11.4

10.9

8.6

3.2

7.1

6.4

8.1

R2年度(n=1,721)

H27年度(n=2,878)

H22年度(n=2,029)

H12年度(n=1,434)

全国調査(n=2,645)

『学校教育』では「平等」の割合が54.7％と減少している。(2.9ポイント減) 

『地域活動・社会活動』では「平等」の割合が34％と減少している。(1.9ポイント減)

また、全国調査との平等感比較でも『学校教育』（6.5ポイント減）『地域活動・社会活動』（12.5ポイント減）と

低い。
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49.6

36.6

25.8

23.8

35.0

34.2

36.0

39.7

41.9

44

7.7

12.8

18.0

17.1

14.4

0.8

0.9

1.1

1.0

1.1

0.4

0.2

0.3

0.3

0.1

4.9

8.0

9.5

8.6

5.4

2.4

5.5

5.6

7.3

【凡例】

R2年度(n=1,721)

H27年度(n=2,878)

H22年度(n=2,029)

H12年度(n=1,434)

全国調査(n=2,645)

男性の方が
優遇されている

どちらかと言えば
男性の方が
優遇されている

どちらかと言え
ば女性が優遇
されている

女性の方が優
遇されている

わからない 無回答平等

オ 政治の場

18.8

14.5

10

9.2

10.3

31.1

28.1

26.4

32.6

36.6

32.8

33.6

36.4

33.8

39.7

4.1

4.8

5.8

4.4

4

0.5

1.3

1.7

0.6

0.4

9.6

11.5

13.5

11.8

9.0

3.1

6.3

6.2

7.7

R2年度(n=1,721)

H27年度(n=2,878)

H22年度(n=2,029)

H12年度(n=1,434)

全国調査(n=2,645)

カ 法律や制度上

『政治の場』では「平等」の割合が7.7％と減少している。(5.1ポイント減)

『法律や制度上』では「平等」の割合が32.8％と減少している。(0.8ポイント減)

『政治の場』、『法律や制度上』ともに、過去値との男性優遇合算（男性の方が優遇されている・どちらかと言

えば男性の方が優遇されている）を比較すると（11.2ポイント増）（7.3ポイント増）と大幅に増加している。

ただ、全国調査と比較するとどちらも（4.8ポイント増）（3ポイント増）とほぼ同水準となる。
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男性の方が
優遇されている

どちらかと言えば
男性の方が
優遇されている

どちらかと言え
ば女性が優遇
されている

女性の方が優
遇されている わからない 無回答平等

34.9

30.8

27.7

25.2

19.1

45.1

43.1

46.5

47.9

51

10.4

11.8

10.8

11.3

22.6

1.9

2.3

2.1

1.4

2.1

0.4

0.4

0.5

0.3

0.2

5.0

6.3

6.6

7.7

5.0

2.3

5.3

5.7

6.2

【凡例】

R2年度(n=1,721)

H27年度(n=2,878)

H22年度(n=2,029)

H12年度(n=1,434)

全国調査(n=2,645)

23.1

18.4

16.3

12.1

11.3

56.2

52.3

52.6

58.7

62.8

11.4

14.4

16

14.4

21.2

2.1

2.0

2.5

2.4

2.8

0.6

0.6

0.9

0.2

0.3

4.3

7.4

6.7

7.1

4.9

5

5.1

R2年度(n=1,721)

H27年度(n=2,878)

H22年度(n=2,029)

H12年度(n=1,434)

全国調査(n=2,645)

ク 社会全体

キ 社会通念・慣習・しきたり

『社会通念・慣習・しきたり』では「平等」の割合が10.4％と減少している。(1.4ポイント減)

『社会全体』では「平等」の割合が11.4％と減少している。(3ポイント減)

『社会通念・慣習・しきたり』、『社会全体』の平等感を全国調査と比較すると、『社会通念・慣習・しきたり』

（12.2ポイントの差） 『社会全体』 （9.8ポイントの差）のどちらも低い。
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12.1

7.0

40.2

31.9

29.0

42.2

3.5

6.3

0.5

1.8

11.0

9.3

3.7

1.5

女性(n=1,022)

男性(n=670)

4.6

2.1

18.8

13.7

51.7

59.7

2.4

3.0

0.2

0.6

17.5

17.3

4.8

3.6

女性(n=1,022)

男性(n=670)

18.4

9.9

36.8

36.9

28.6

38.1

3.9

6.1

0.7

2.2

7.5

4.6

4.1

2.2

女性(n=1,022)

男性(n=670)

男性の方が
優遇されている

どちらかと言えば
男性の方が
優遇されている

どちらかと言え
ば女性が優遇
されている

女性の方が優
遇されている わからない 無回答平等

図表４ 男女の地位の平等感（性別）

ア 家庭生活

イ 職場

ウ 学校教育

エ 地域活動・社会活動

19.5

8.2

44.2

35.4

25.7

44.3

3.4

6.9

1.6

1.5

3.3

2.7

2.3

1.0

【凡例】

女性(n=1,022)

男性(n=670)

男女の地位の平等感について（性別）

男女の地位の平等感について性別で見ると、各分野で女性の「平等」の割合が男性に比べて低い結果となっている。

特に差が大きいのは、『法律や制度上』で男性は「平等」の割合が45.5％となっているが、女性は24.6％である。
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55.2

41.3

31.9

37.8

4.0

13.4

0.6

1.0

5.5

4.3

2.6

1.3

【凡例】

女性(n=1,022)

男性(n=670)

24.5

10.7

33.7

26.9

24.6

45.5

2.6

6.4

0.3

0.9

11.0

7.9

3.4女性(n=1,022)

男性(n=670)

28.7

15.2

55.7

57.0

7.4

17.5

0.8

4.2

0.2

1.3

4.8

3.7

女性(n=1,022)

男性(n=670)

41.4

24.6

42.0

50.4

7.5

14.9

1.0

3.3

0.3

0.6

5.3

4.8

女性(n=1,022)

男性(n=670)

ク 社会全体

キ 社会通念・慣習・しきたり

カ 法律や制度上

オ 政治の場

男性の方が
優遇されている

どちらかと言えば
男性の方が
優遇されている

どちらかと言え
ば女性が優遇
されている

女性の方が優
遇されている わからない 無回答平等
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男女の平等感に影響する分野について

25.7

28.6

51.7
29.0

4.0
24.6

7.5

44.3

38.1

59.7

42.2

13.4

45.5

14.9

ア 家庭生活

イ 職場

ウ 学校教育

エ 地域活動・社会活動オ 政治の場

カ 法律や制度上

キ 社会通念・慣習・しきたり

女性(n=1,022)

男性(n=670)

ク 社会全体・女性

ク 社会全体・男性

分野ごとの平等感を総括すると、『政治の場』男性（13.4％）女性（4.0％）『社会通念・慣習・しきたり』男性

（14.9％）女性（7.5％）では、男女ともに低い水準になっている。

また、男女での平等感が10ポイント以上の差があるのは『家庭生活』、『地域活動・社会活動』、『法律や制度上』。

図表5 男女の平等感に影響する分野について
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問2 「トートーメー（位牌）は長男が継ぐべきだ」という考えがあります。あなたの考えに近いもの
は何ですか。（〇は１つだけ）

２．トートーメー（位牌）の継承について（個人の意見）

図表6 トートーメー（位牌）の継承について個人的意見（今回調査、過去調査比較）

4.3

11

3.7

6

9.3

10

50.5

41.8

25

24.9

2.5

2.8

0.9

0.6

3.1

2.5

0.6

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100

女性(n=1,022)

男性(n=  670)

7.0

12.5

12.6

12.4

4.8

5.8

6.0

5.3

9.7

12.0

16.8

15.1

46.8

42.9

41.7

42.1

24.9

20.2

15.7

16.9

2.7

2.1

1.8

2.6

0.8

0.7

0.9

1.1

2.9

3.0

【凡例】

R2年度(n=1,721)

H27年度（n=2,878）

H22年度(n=2,029)

H12年度(n=1,434)

長男に限る 血縁の男
子に限る

血縁なら
女子でも
いい

それぞれ
の家に任
せるべきで
ある

誰が継い
でもよい

トートー
メーは継ぐ
必要はな
い

その他 わからない 無回答

トートーメー継承について個人的意見を前回調査と比較すると、「それぞれの家に任せるべきである」が46.8％と

最も多く、次に「誰が継いでもよい」が24.9％と続き、前回と同じ順位になっている。

トートーメー継承について個人的意見を性別で見ると、女性の「それぞれの家に任せるべきである」が50.5％と男
性よりも8.7%高い結果となっている。

図表7 トートーメー（位牌）の継承について個人的意見（性別）
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図表8 トートーメー（位牌）の継承について個人的意見（年代別）

5.9

5.4

4.4

7.7

6.3

11.2

2.6

4.6

3.8

3.9

5.1

5.9

6.5

5.4

8.3

8.7

12.4

13.7

46.4

47.5

47

48.4

49.8

42.7

29.4

30.1

27

24.8

20.8

21.2

3.3

5

4.1

1.9

0.9

1.9

1.3

0.6

1.6

0.3

0.9

4.6

4.4

2.9

3.6

0.9

【凡例】

２０代(n=153)

３０代(n=259)

４０代(n=315)

５０代(n=310)

６０代(n=331)

７０代(n=321)

図表9 トートーメー（位牌）の継承について個人的意見（平成27年度調査結果年代別）
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19.9

20.3
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1.8
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1.0

1.5
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7.5

2.8

3.6

1.4

2.1

2.7

1.4

0.8

0.8

0.2

0.5

2.2

２０代(n=292)

３０代(n=390)

４０代(n=497)

５０代(n=552)

６０代(n=571)

７０代(n=553)

長男に限る
血縁の男子
に限る

血縁なら
女子でも
いい

それぞれ
の家に任
せるべきで
ある

誰が継い
でもよい

トートー
メーは継ぐ
必要はな
い

その他 わからない 無回答

トートーメーの継承について個人的意見を年代別で見ると、年代が高くなるにつれ「誰が継いでもよい」の割合が

低く、「血縁なら女子でもいい」の割合が高くなっている。

前回調査と比較すると、高い年代で「それぞれの家に任せるべきである」の割合が高くなっている。
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問2－１ あなた自身や親族等では、実際にどのようにトートーメーが継がれていますか。
（〇は１つだけ）

２ー１．トートーメー（位牌）の継承について（実際の継承状況）

図表10 トートーメー（位牌）の継承について（個人的意見と実際の比較）

図表12 トートーメー（位牌）の継承について実際の継承について（年代別）
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【凡例】

あなたの考え方

実際の継がれ方

図表11 トートーメー（位牌）の実際の継承について（性別）
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２０代(n=153)

３０代(n=259)

４０代(n=315)

５０代(n=310)

６０代(n=331)

７０代(n=321)

長男に限る 血縁の男子
に限る

血縁なら女
子でもいい

それぞれの
家に任せる
べきである

誰が継いで
もよい

トートー
メーは継ぐ
必要はない その他 わからない 無回答

トートーメーの実際の継承状況について、「長男に限る」の割合が62.6％と最も高く、個人的意見と大きく異なっ

ている。性別でみると各項目に大きな違いはないが、年代別でみると年代が高くなるにつれ「血縁の男子に限る」

も割合が高くなっている。
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問3 子どものいる方も、いない方もお答えください。男の子、女の子に受けさせたい教育程度は、
次のうちどれですか。男の子、女の子それぞれについて1つ選んでください。

3．子どもに受けさせたい教育程度

図表13 子どもに受けさせたい教育程度
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【凡例】

女の子に受けさせたい教育程度

男の子に受けさせたい教育程度
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1

[女性]女の子に受けさせたい教育程度

[女性]男の子に受けさせたい教育程度

[男性]女の子に受けさせたい教育程度

[男性]男の子に受けさせたい教育程度

図表14 子どもに受けさせたい教育程度（性別）

図表15 子どもに受けさせたい教育程度（平成27年度・性別）
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65.7

58.9

66.6
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3.5

2.5

2.6

2.0

2.7

2.7

1.5

[女性]女の子に受けさせたい教育程度

[女性]男の子に受けさせたい教育程度

[男性]女の子に受けさせたい教育程度

[男性]男の子に受けさせたい教育程度

中学校 高等学校
専門・
専修学校

短期大
学・高等
専門学校

大学・
大学院

その他 無回答

子どもに受けさせたい教育程度について、全体では男の子と女の子共に「大学・大学院」の割合が高い。

前回調査と比較しても男女ともに「大学・大学院」の割合が増加している。

しかし、「男の子に受けさせたい教育程度」、女の子に受けさせたい教育程度で比較すると「大学・大学院」項目で

も（7.6pt）男の子に受けさせたい教育程度が高い。性別で比較しても同様の結果が見られる。
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64.5
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73.5
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4.2

4.2

3.8

3.8

3.9
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3.9

3.9

1.6
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2
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1.2

3.2

2.5

1.9

0.6

1.2

0.6

3.7

2.5

【凡例】

[２０代]女の子に受けさせたい教育程度

[２０代]男の子に受けさせたい教育程度

[３０代]女の子に受けさせたい教育程度

[３０代]男の子に受けさせたい教育程度

[４０代]女の子に受けさせたい教育程度

[４０代]男の子に受けさせたい教育程度

[５０代]女の子に受けさせたい教育程度

[５０代]男の子に受けさせたい教育程度

[６０代]女の子に受けさせたい教育程度

[６０代]男の子に受けさせたい教育程度

[７０代]女の子に受けさせたい教育程度

[７０代]男の子に受けさせたい教育程度

図表16 子どもに受けさせたい教育程度（年代別）

「子どもに受けさせたい教育程度」について、年代別で比較すると20代、30代では男の子、女の子の差があまり

ないが、40代から70代以上では、男の子に受けさせたい教育程度が高い傾向にある。

中学校 高等学校
専門・
専修学校

短期大
学・高等
専門学校

大学・
大学院 その他 無回答
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図表17 子どもに受けさせたい教育程度（平成27年度・年代別）
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【凡例】

[２０代]女の子に受けさせたい教育程度

[２０代]男の子に受けさせたい教育程度

[３０代]女の子に受けさせたい教育程度

[３０代]男の子に受けさせたい教育程度

[４０代]女の子に受けさせたい教育程度

[４０代]男の子に受けさせたい教育程度

[５０代]女の子に受けさせたい教育程度

[５０代]男の子に受けさせたい教育程度

[６０代]女の子に受けさせたい教育程度

[６０代]男の子に受けさせたい教育程度

[７０代]女の子に受けさせたい教育程度

[７０代]男の子に受けさせたい教育程度

中学校 高等学校
専門・
専修学校

短期大
学・高等
専門学校

大学・
大学院 その他 無回答

図表18 子どもに受けさせたい教育程度の推移

大学・大学院について（時系列比較）
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4. 調査結果の分析 ～男女平等に関する意識について～

「 男 女 の 地位 の 平等感 」 は 、 5 年前 に 実施 さ れ た 前回 の 調査結果 と 比較 し て も 、

著 し い 変化 は見 ら れ な い 。 つ ま り 沖縄県 で は依然 、 男女 の 不平等感 が高 い 。

最 も 男 性 が 優 遇 さ れ て い る と 感 じ て い る 領 域 は 、 「 政 治 の 場 」 で あ る 。 こ れ は 国

際 社会 で日 本 の ジ ェ ン ダ ー ギ ャ ッ プ 指 数 を 大 き く 引 き 上 げ て い る 要 因 で も あ り 、 沖

縄県内 で も 積極的改善措置 が望 ま れ る 分野 だ 。 「 女 性 」 と い う 社会 に お け る 最大

の マ イ ノ リ テ ィ 人 口 の 声 が 、 意 思 決 定 の 場 に 反 映 さ れ な い 社 会 は 、 他 の 多 く の

人 々 に と っ て も 生 き づ ら い 社会 だ ろ う 。 沖 縄県 が 世界 に 開 か れ た国際的観光 の島

と な る た め に も 、 多 様 性 を 尊 重 す る ユ ニ バ ー サ ル ・ デ ザ イ ン の 社 会 づ く り は 急 務 で

あ る 。

「 社 会 通 念 ・ 慣 習 ・ し き た り 」 に 関 し て は ８ 割 の 回 答 が 、 「 男 性 優 遇 」 も し く は

「 ど ち ら か と い う と 男 性 優 遇 」 と な っ て お り 、 ま だ ま だ 沖 縄 社 会 で 女 性 が 肩 身 の 狭

い 思 い を 強 い ら れ て い る 現 状 が 垣 間見 ら れ る 。 「 家 庭 生活 」 、 「 職 場 」 、 「 地 域 活

動 ・ 社 会活動 」 、 「 法 律 や 制 度 の 上 」 な ど 、 そ の 他 の 項目 で も 軒並 み 平等感 は ３

割程度 に 止 ま っ て お り 、 社 会 全体 を 見 て も 、 男 女 と も に 約 ８ 割 の 人 が 平 等 よ り も

「 男 性優 遇 」 だ と 感 じ て い る 。 職 場 や 家 庭 、 地域 そ し て 社会全体 で 、 不平等 に 扱

わ れ る 女性 が 感 じ る 精神的 ス ト レ ス と は 如何 な る も の だ ろ う か 。

人 間 と し て 不 当 に 扱 わ れ る 社 会 で 生 き が い を 感 じ る 場 を 失 い 、 女 性 は 個 性 を 発

揮 で き な い ば か り か 、 高 い 自 己 肯定感 も 持 ち づ ら い だ ろ う 。 こ れ は 日 本 国憲法１

３ 条 の 幸 福 追 求 権 と ２ ４ 条 の 男 女 平 等 の 理 念 が ま だ 達 成 さ れ て お ら ず 、 憲 法

交付 か ら ７５年 が 経 と う と し て い る 今 な お 、 深 刻 な社会問題 で あ る 。

唯 一 、 「 学 校 教 育 」 に お い て は 「 男 女 平 等 」 と 考 え て い る 回 答 が 前 回 に 引 き 続

き 多 い が 、 学 校 た り と て 社 会 の 一 部 で あ る 。 よ う や く 沖 縄 県 で も 男 女 混合名簿 や

制 服 選択 制度 に 対 す る 対 応 が 広 が り を み せ 始 め て い る が 、 教 育 管 理 職 に お け る

女 性 比率 が ４ ７都道府県全体 で １ ８ % に と ど ま る な ど 、 学 校 現場 で の 「 隠 れ た

カ リ キ ュ ラ ム 」 ※ ①問題は未 だ解決 し て お ら ず 、 改 善 の 余地は多 い と 思 わ れ る 。
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興 味深 い の は 、 全 て の 項 目 に お い て 調 査 を 実 施 す る た び に 「 男 性 優 位 」 と 考 え

る 人 が 増 え て い る 点 で あ る 。 「 法 律 や 制度上 」 に お い て は 、 時 代 を 追 う ご と に 社 会

が 改 善 さ れ 平 等感 も 高 ま る と 期 待 で き そ う な も の だ が 、 平 成 1 2 年 度 で は 9 . 2 %

だ っ た 男 性 優 位 感 が 、 令 和 2 年 に は 倍 の 1 8 . 8 % ま で 増 加 し て い る 。 「 政 治 の

場 」 に お い て は 2 3 . 8 % か ら 4 9 . 6 % と ２ 倍 以 上 、 「 地 域 活 動 ・ 社 会 活 動 」 に 関

し て も 5 . 2 % か ら 1 0 . 1 % と 倍 近 い 増 加 で あ る 。 イ ク メ ン が ブ ー ム に な り 、 男 性 の

家 事育児参加 が 増 え た と 思 い き や 、 「 家 庭 生 活 」 に お い て も 1 1 % か ら 1 5 % と 若

干 な が ら 男 性 優位感 が 増 え て い る の で あ る 。 「 社 会 通 念 ・ 慣 習 ・ し き た り 」 や 「 社

会全体 」 を み て も 「 男 性優位 」 と 答 え た 人数 の 割合 は増加 し て い る 。

平 成 1 2 年 か ら 現在 に 至 る ま で の ２ ０年間 、 法 改正 や 制 度 の 見 直 し が あ っ た こ

と か ら 、 社 会 全 体 に お け る 男 女 平 等 が 後 退 し た と は 考 え に く い 。 む し ろ メ デ ィ ア に

よ る 問 題 提 起 や 行 政 に よ る 啓 発 、 社 会 全 般 の ジ ェ ン ダ ー に 対 す る 意 識 高 揚 が 、

結 果 と し て 男 女 不平等 の 現 実 を 浮 き 彫 り に し 、 人 々 の 不 平等 に 対 す る 認 識 を 押

し 上 げ た と も 推 測 で き る 。 ま た 2 0 年 と い う ス パ ン の な か で 、 調 査 の 対 象 と な る 世

代 の 変 化 も 要 因 の 一 つ と 考 え ら れ る 。 ジ ェ ン ダ ー 平 等 に 関 す る 意 識 は 、 世 代 ご と

の 違 い が 現 れ や す い 。 2 0 年前 に は ま だ 若 か っ た 世 代 が シ ニ ア 世 代 と な り 、 新 た な

世 代 が 調 査 に 加 わ っ た こ と を 考 え る と 、 本 調 査 の 結 果 は 世 代 内 の 意 識 の 変 化 に

加 え 、 新 し い 世代 の 問題意識 を よ り 一層反映 し て い る の か も し れ な い 。

「 ト ー ト ー メ ー 継 承 」 に 関 し て は 「 長 男 に 限 る 」 と い う 回 答 が 1 0 % 以下 へ と 今 回

の 調 査 に お い て 、 初 め て 大 幅 な 減 少 を み せ た 。 年 代 別 に み る と や は り シ ニ ア 世 代

は 家 父長制 に 基 づ い た 長男 も し く は 男 子 と い う 意 見 が 強 く 、 若 く な る ご と に そ の 傾

向 は弱 く な る 。 そ れ で も ２０代 の 8 . 5 % 、 ３ ０代 の１割 が 「 長男 」 も し く は 「 血 縁

の 男 子 」 に 限 る 、 と 考 え て い る こ と は 特 筆 に 値 す る だ ろ う 。 加 え て 、 個 人 の 意 見 と

は 関 係 な く 、 実 際 に は 約 ８ 割 の 家 庭 で ト ー ト ー メ ー が 「 長 男 」 も し く は 「 血 縁 の 男

子 」 に よ っ て 継 承 さ れ て い る 点 に も 、 注 目 す べ き で あ る 。

理 想 は男女平等 な継承 だ が 、 慣 習 が も た ら す 集団的同調圧力 だ ろ う か 。 家 族
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や 親 戚内 で 意 見 を共有 し 、 時 代 の 変 化 の な か で 各 世 帯 が 、 そ れ ぞ れ の 事 情 に 合

わ せ た 最 善 の 選 択 を す る こ と が 望 ま れ る 。 し か し 、 こ こ で 生 じ る 一 つ の 疑 問 は 、 こ

ん に ち に お け る 「 ト ー ト ー メ ー 継 承 」 と 土 地 や 財 産 分 与 の 関 係 で あ る 。 「 ト ー ト ー

メ ー 継 承 」 が 民 法 で 定 め ら れ た 女 性 の 相 続 権 を 侵 害 し 、 長 男 や 男 性 へ 、 家 父 長

と し て の ジ ェ ン ダ ー 規 範 を 無理強 い し て い れ ば 、 こ れ は 大 き な 社会問題 で あ る 。 し

か し な が ら 「 ト ー ト ー メ ー 」 を 沖 縄 文化 の 継承 と し て 捉 え 、 相 続 さ れ る 土 地 や 財 産

が な い 場合 で も 、 文 化 実践 と し て 考 え て い る 可能性 も 、 若 い 世代 に お い て は 否定

で き な い 。 「 ト ー ト ー メ ー 論 争 」 が 盛 ん だ っ た 1 9 8 0 年代 に は 、 ト ー ト ー メ ー と 土 地

財産 の 結 び つ き は 暗黙 の 了解 で あ っ た が 、 こ ん に ち に お い て は ど う で あ ろ う か 。 こ の

問 題 の 複 雑 さ は 財 産 相 続 権 と い う 法 的 側 面 と 、 先 祖 崇 拝 と い う 文 化 的 ア イ デ ン

テ ィ テ ィ の 側 面 を 含 ん で い る 点 に あ る 。 「 ト ー ト ー メ ー は 継 ぐ 必 要 は な い 」 と 答 え た

人 の 割 合 は 、 調 査 が 始 ま っ た 平 成 1 2 年 度 か ら 本 調 査 に い た る ま で 、 3 % を 超 え

る こ と は な い 。 つ ま り ９ 割 以上 の 人 た ち が 、 何 ら か の 形 で 継承 が 望 ま し い と 考 え て

い る の だ 。 こ れ ら の 人々 が 、 家 父長的家制度 へ の 回帰 と 前近 代的法制度 の復活

を 望 ん で い る と は 考 え づ ら い 。 逆 に そ の 望 み が 文 化継承 で あ れ ば 、 こ の 質 問 自体 、

将来的 に は見直 す必要 が あ る だ ろ う 。

次 回 の 調 査 か ら は 、 ト ー ト ー メ ー 継 承 を 現 行 民 法 と の 矛 盾 や 、 沖 縄 の 家 父 長

的 慣習 の 象 徴 と だ け 捉 え る の で は な く 、 「 先 祖 崇 拝 」 や 文 化 継 承 の 視 点 か ら も 、

質 問 内容 を 更 新 す る こ と が 望 ま れ る 。 ま た 、 沖 縄 文化 の 継 承 と 男 女 共同参画 社

会 の同時実現 を目指す の で あ れ ば 、 こ ん に ち の 社会状況 に合 っ た 、 ジ ェ ン ダ ー ・ バ

イ ア ス ※ ② か ら 解 放 さ れ た 沖縄文化 の あ り 方 を 模索 す る必要 も あ る だ ろ う 。

若 い 世 代 に な る ほ ど 、 「 子 ど も に 受 け さ せ た い 教 育 程度 」 の 男女 差 が 少 な く な る

傾 向 に あ る 。 こ ん に ち に お け る そ の 差 異 は 、 「 男 子 の 立身出世 」 と 「 女 子 の 良妻賢

母 」 と い う 明 治時代 に起 源 を持 つ 男女別教育思想 と い う よ り は 、 む し ろ 現 代社会

に お け る ジ ェ ン ダ ー 規 範 の な か で 、 よ り 異 性 に と っ て 「 望 ま し い 」 ジ ェ ン ダ ー ロ ー ル ※

③ と い っ た 、 一 般 的 に 子 ど も の 幸 せ に 「 結 び つ き そ う な 」 親 心 を 反 映 し た 結 果 か も

し れ な い 。 一 番 若 い ２ ０代 に お い て は 、 そ の よ う な ジ ェ ン ダ ー ロ ー ル さ え も 重 要 で

は な く 、 よ り 子 ど も の 個性 と 成長 に 重点 を お い て い る の だ ろ う 。
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ま た 沖 縄 県 に お い て は 、 男 女 と も 大 学 進学率 が 全 国比 で 低 い 現 実 が あ る 。 沖 縄

県 の 経 済状況 と 労働市場 を勘 案 し た 場合 、 大 学進学 よ り 専 門学校 は 、 子 ど も の

経 済 的 安 定 を 望 む 親 心 か ら す れ ば 、 男 女 共 に 現 実 的 選 択 だ と 考 え る 保 護 者 も

少 な く は な い だ ろ う 。 ジ ェ ン ダ ー 要 因 の み で 、 こ の 統 計 を 解 釈 す る に は 無 理 が あ る

か も し れ な い 。 沖 縄 県独 自 の 要 因 を 含 む 現 状 を 踏 ま え た 上 で の 解 釈 が 必 要 で あ

る 。

（ 沖縄 キ リ ス ト 教学院大学 ・ 新垣誠）

※ ① 隠 れ た カ リ キ ュ ラ ム

学 校 の 正 規 の 教 育 課 程 に は な い の だ が 、 教 師 の 言 動 や 校 風 ・ 校 則 を 通 し て 学 校 生 活

の 中 で 生 徒 が 無 意 識 に 学 び 取 っ て い く 知 識 や 行 動 様 式 、 ジ ェ ン ダ ー 意 識 な ど を 意 味 す

る 。 「 男 の 子 ら し さ 」 や 「 女 の 子 ら し さ 」 と い っ た ジ ェ ン ダ ー 規 範 や 男 女 の 役 割 意 識 も 、 こ

う し た 潜 在 的 カ リ キ ュ ラ ム の 中 で 学 習 さ れ 身 体 化 さ れ る こ と が 多 い と さ れ る

※ ① ジ ェ ン ダ ー ・ バ イ ア ス

ジ ェ ン ダ ー に 基 づ く 差 別 で 、 男 は 外 で 仕 事 を す る べ き と か 女 は 家 事 に 専 念 す べ き 、 と

い っ た 社 会 で つ く ら れ た 男 女 の 役 割 分 担 に 対 す る 固 定 観 念 、 偏 見 に よ る 評 価 や 扱 い の

差 別 。

※ ③ ジ ェ ン ダ ー ロ ー ル （ 性 的 役 割 ）

そ の 性 別 に 社 会 的 に 期 待 さ れ て い る 役 割 の こ と 異 性 に と っ て 「 望 ま し い 」 ジ ェ ン ダ ー ロ ー

ル と は 、 い わ ゆ る ハ イ ス ペ ッ ク 男 子 や 、 女 子 力 高 い 女 子 、 モ テ る 、 モ テ な い な ど と い っ た 、

一 般 的 に 異 性 か ら 好 ま れ る 性 別 役 割 の こ と を 示 す 。
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